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ダムカードの配布について 
 当事務所では、平成28年9月から来訪者や見学者に建設中のダムカードを配布しています。ダムに関する
広報の一環として、様々な情報を提供すると共に、ダムを訪れることにより、ダムの理解・促進を図るため
に配布するものです。 
 配布場所、配布日時は、錦川総合開発事務所及び平瀬ダム建設工事共同企業体事務所にて、土、日、祝日
および12/29～1/3を除く9時から17時まで配布しています。 

堤体コンクリート打設状況（平成２９年１月末現在） 
             打設高さ 27.75m 打設量 9万7千m3 進捗率 29% 

平成２８年度 山口県優良建設工事表彰について 
 山口県では、県内建設業者の施工技術の向上及び工事の適 
正な施工の確保等を目的として、優良な工事を表彰していま 
す。 
 平成２８年度の表彰において、当事務所からは、下記の 
工事が選定されました。 

※ダムカードとは 
･･･国土交通省と水資源機構の管理するダムで、 
  ダムのことをより知っていただこうと、「ダ 
    ムカード」を作成し、平成１９年度の「森と 
    湖に親しむ旬間」（７月２１日～３１日）中 
    より、ダムを訪問した方のみに配布している 
    簡易型のパンフレットです。カードの大きさ 
    や掲載する情報項目などは、全国で統一した 
    ものにしており、おもて面は、ダムの写真、 
    うら面は、ダムの形式や貯水池の容量、ダム 
    を建設したときの技術、といった基本的な情 
    報からちょっとマニアックな情報までを凝縮 
    して載せています。 
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取水放流設備について 

 

【堤内仮排水路】 
 ・ダム建設中は、堤体下部に仮排水路があり、上流締切内から 
  の水を流しながら工事をします。また、仮排水路は転流工閉 
  塞時に河川を下流に流すために使用します。 
 ・試験湛水前に仮排水路の入口をゲートで閉め、仮排水路を閉 
  塞しダムに水を貯めます。 

 

【常用洪水吐き(オリフィス自然放流式)】 
  常用洪水吐き開口部 幅4.0m×高さ3.8m×1門 
  調節ゲート形式：スライドゲート 
  純径間 4.0m×有効高 6.1m×1門 
 

 ・常用洪水吐きは、四角形の開口部構造になっており、開口部 
  に入る水は自然に下流へ流れます。 
 ・ダム完成後、ダムの安全性を確認するため満水にします(試 
  験湛水) 。調節ゲートは、その際に開口部を閉めるために使 
  用します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
調節ゲート構造図 

 

【常用洪水吐き(コンジットゲート)】 
   常用洪水吐き開口部 幅4.1m×高さ4.2m×2門 
   主ゲート形式：摺動式高圧ラジアルゲート 
 純径間 4.1m×有効高 4.2m×2門 
 

 修理用ゲート形式：高圧スライドゲート 
 純径間 4.1m×有効高 7.275m×2門 
 

 ・ダムは、大雨による洪水を一時的に貯めて、下流の安全を確 
  保しています。主ゲートは、平時は閉まっておりダムに水を 
  貯めています。洪水時は、ダムに流れ込む水量の一部を貯め 
  て、下流河川が流下可能な水量に調節しながら、下流へ放流 
  します。 
 ・修理用ゲートは、主ゲートを点検する際に降ろして使用しま 
  す。 
 ・ゲートは、現地で全体を確認できないため、工場で仮組を行 
  い検査します。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【選択取水設備(エアーロック式)】 
 型式：連続サイホン式取水設備 選択取水用６段 
 有効幅 2.7m×呑口高 1.82m 
 

 型式：連続サイホン式取水設備 底部取水用1段 
 有効幅 0.8m×呑口高 1.82m 
 

 ・ダムに貯まっている水は、平時に下流へ流して、生態系・ 動 
  植物の保全、かんがい用、発電用に使用されます。水面近く 
  の水は温かく、底の方は冷たい水が貯まります。洪水時は水 
  面近くの水が濁り、時間の経過とともに下方へ沈降します。 
 ・選択取水設備は、貯水池の変化に合わせて、任意の水深より 
  取水し下流へ放流します。 
 

エアーロック式(空気により止水を行う方式)模式図 
 
 
 
 
 
 
 
 

   通常時       水位変化時     濁水発生時 

                 主ゲート 

                 主ゲート 

            ↑上流から下流へ向かって撮影 

            ←左岸天端から堤体下部へ 
         向かって撮影 

 

【非常用洪水吐き】 
 ・堤体上部に洪水をあふれ 
  させる越流式です。 
 ・試験湛水時には、越流す 
  る状況を見ることができ 
  ます。 


